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新開拓地の昆最相の研究

特に害品の推移に就て

11. トムラヲジの開拓地に於ける害識調査一

内田登ー・渡遺千向

(北海道大事農拳部昆識準数室〉

Studium der Insektenfauna der neuen Urbarmachung mit 

besonderer Berucksichtigung der Veranderung des Schadlings. 

II. Untersuchung des Schadlings in der Tomuraushi-TJrbarmachung. 

Von Toichi Uchida und Chihisa Watanabe 

今次大戦後我が困の人口問題は盆々深刻な様

相を呈し，その僻決策の一部として閤土内の開拓

を重大jj¥見するに至った。特に未開護の地域を多分

に蔑す北海道にあっては農耕適地と見られる原野

森林の開拓が計書され，既に大規模な入頒開拓が

行われている。而してとれ等新開拓地に於いて開

桁の進むにつれ，昆品相，特に農作物の守品類が

如何なる過程をと経て推移するかは将米新開J石地の

害品防除封策」二極めて重要翻すべき課題であると

共に，見品事上からも亦頗る興味深いものがある o

賞見品製教室にdうっては夙にこの貼に着目し，既

に第一失調在を大規模な開拓計書を有するトムラ

ウシ開拓地に昭和21~lô. (1946)の夏に賓行した。而

して共の後経費の闘係上，毎年調査を績行ずると

とが出来す、， 4年後の昭和124年ρ949)に至って第

二弐調査を賓施するととが出来た。勿論今後の研

究調査を待たなければ結論は得らるべくもないが

ととに第二次調布の結果を7象報せんとするもので

ある o

本調布は帯債管林局，十勝支鹿，清水替林署

枕び、にトムラウシ森林事業所・の各位の絶大なる御

支援がなかった友らば到底賀行不可能であった。

ととに吾々の調夜研究に封して多大の援助と理解

を典えられたJ::記各1立に割し満腔の謝意を表する

三穴第である。

調査地及び調査の概況

トムラウシ開拓地(十勝岡上川郡新得町字官

村午)は清水管林署の十勝川事業匝のトドマツ・

エゾマツを主体とする民大な原始林内に位置する。

ととの十勝川流域の平坦地を開墾して，大規換な

入殖が計書され， 第一共開拓計書として， 150町

歩の農耕地が珠定されている。同地域は雨側は山

岳が並行して寒風を防ぎ，農作物の生育には良好

である 6 入殖開始は昭和21年(1946)の5月にし

て 2戸が入札その年は約1町歩開墾され，十

敢種(主にパレイショ・イナキピ・コムギ・ダイズ

アズキ・読菜類)が試作された。其の後次第に入

殖戸数が増加し，昭和24年 (1949)の第二失調夜

蛍時には 14戸，作付面積約45町歩乞敢えるに至

った。而して将来開拓地の中心と7象定される=ベ

ソツ川の合流黙には既に小皐校が開設され，叉パ

ンケベツ川の合流動附近には童文戸が森林作業に従

事しつつ開墾の許可を待期していた。

本開拓地は完全に原始林に閤鵠せられ，僅に

十勝川に沿ってー俸の道路が最も近い既懇地たる

岩松部落に通じている。'その聞は約6kmにて途

中に念悌峠と呼ばれる小さい峠があり，既墾地と
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は原始林によって完全に隔離されている。聞製対11

は抜根作えは貰施されや，整地は充分でなく，馬

耕は行われや，組めて小規悦日.つ不完全な耕転栽

培が行われているに過ぎない。

調夜は日目和 24年7月22日より 8月1日に亘

る11日/Ul，ì度遊千t~J，伊藤正存，菊池寅，/E木進

三によって行われた。 7月22日は比較t-J照のため

新得市街地附近の農作物の害品調査をなし，翌23

日に屈足，岩松を経て現地に至札同日より 8月

1日まで，開墾iUlの農作物の害品の費生紙況及び

森林内の昆品類の調布を行った。その問7月26日

~28 日の 3 日間卜勝}II よりその支流たるトムラウ

シ川に沿って作られた林内歩道を測り，途中に野

皆して，標高 1505mの消ノ原山に至り， 森林内

の昆品類の調査に従事した。

開墾地は蛍時=ベソツ川の合流野iより下流に

あり，それより上流にはパンケベツ合流駐の森林

事業所附近に約3反歩開墾さされ，入娘特期者の自

家用語巨菜類が栽培されていた。又悉ffFのチッカベ

ツ川にある中村来日の事業所，飯場附近に約1反歩

の読菜illlがあった。入植開始首時に比較すると開

墾iUlはやや整ャ，樹木は除去され， 日i告による作

物の生育不良は見られす"新得市街地附近に比べ

て遜色なき欺態でるった。

農作物の害轟教生獄況

トムラウシ開拓地の開墾開始首時の農作物の

答品は第一次調査報台様に遣うる如く，害品の種類は

僅少で，且つその愛生欣況は今共の調査賞時と趣

を異にしていた。即ちウリハムシモドキが大殻生

右となし，作物の大部分が被害~受け，中でもニン

ジンは致命的な打撃を蒙っていた。而L.てウリハ

ムシモドキ以外には見るべき害晶はなく，唯パレ

イショにオオニジュウヤホシテントウ，また卜宇

花科の読菜にエゾスヂグロチョウ，ナガメが少数

認められるに過ぎなかった。しかるに 4年を経過

した第二弐調査の時は害晶の種類はかなり増加1

し，また或る極の害晶の費生欣態には礎化がある

ととが看取された。以下主要なる守品について略

越する。

鋳型草地農準"Vo1.2， No・4. 355~362， 1949. 

ウリハムシモドキ LuPerodesmenetriesi Falder聞

日lann

第一次調夜蛍時の最大の持品は本i'i!tでるって

栽土ifされている十教師凶作物のうち 12都(ダイコ

ン・ノ、クサイ・グイナ・キャベツ・ホーレンソウ

4 ナツナ・テンサイ・ニンジン・ノfレイショ・カボ

チヤ・ダイズ)が:1m害され，その護生は組めて激
甚であった。また野生杭物にも費生が著しく，フ

キ・アカザ・キイチゴは大容を受けていたとのと

とである。ところが今次の調査中，その期日は前

回と殆ど同じくし，また上記の被害作物は依然と

して栽培されているにも拘ら十，前回の如き護生

航況は全く認められなかった。然し本麓は全く殻

生していないのではなく，家事飼料として作られ

ている赤クローパー加には相官教の成識が見られ

た。そして隣接の大豆畑には見られや，加害杭物

は赤クロ{ノ心ーに限定されているようでるった。

上記の如き事賢から，直ちに本紐が開拓初期に特

に護生の著しい客歳であると断定するととは出来

ない。本積は北海道の各地に於いて佐々異常な大

鷲生をなし，種々な作物に大害を及ぼすととはよ

く知られている。而して偶々トムラウシ開拓地附

近にて，開拓開始の年がウリハムシモドキの異常

殻生と一致したと見るのもあながち否定さるべき

推論ではないように思われる。即ち第一次調査報

告によれば， 2年前(昭和19年)に開墾された岩松

事業所附近(中土場)の畑にも本麓の大鷲生が認め

られ，決して新開墾地のみに局限されていないか

らである。 1Jj:し会道到る所に極めて普通に棲息し

且つ各種の雑草をこ食している本穂は・開拓地に於け

る警戒すべき害品の 1極であると思われる。

オオユジュウヤホシテントウ Epilachnavigin-

tiocto四laculataMotschulsky 

本種は古くからアジヤの極東地方の低温地匝

に野生するナス科植物を食餌として蹟く分布して

いたものが，パレイショが栽培せられるに及び

とれに移行して今日見られるが如きパレイシ買の

害過となったものと推定される。 トムラウシ開拓

地にあっても聞製以前からイヌホウヅキなどの野

生杭物を食餌として森林内に棲息していたものが
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バレイショが栽培されるや直ちにとれに移行した

ととは前回の調査によって確認されたととろであ

る。しかしその昔時の殻生は僅少で，パレイショ

;J:IHK.教頭の成品を殻見したのみで，かえって附近

に自生するイヌホウヅキの喰容の方が著しかった

と報ぜられている。今衣の調査ではパレイショ知l

に於ける本種の殻生量は相官の敢に及び，新得市

街地附近のパレイショ畑と相違なき朕況を呈して

いたととが認められた。向開拓地よりlOkm以上

離れた沼ノ原山の山腹(標高約 1000-m)の地鮎で

本極の成品~採集した事責に徴しても，本種は森

林内のいたるととろに棲息しているととが推察さ

れ，開拓営初から警戒すべき害晶である。

ヨトウ:Jl(ヨトウムシ)Barathrαbrassicae Linne 

本種は今三えの調査中に初めて護見された。キ

ャベツが相営加害され，或るキャベツ畑は特に護

生が著七く，杢株ととごとく喰害されているのが

認められた。との畑は前作にソパが栽培されたが

本種の力11害によって牧穫皆無で、あった由である。

本積は極めて雑食性で，開拓以前から棲息してい

たのが作物の栽培されるに及び， とれに移行Lた

ものと推定される。

モンシロチョウ Pierisrapae Linne 

今ヨたの調査中モンシロチョウが採集され，ま

た幼品ががキャベツ・ダイコンを相蛍加害してい

るととを護見したのは注目すべき事賓である。即

ち前回の調査中には開拓地内ではモンシロチョウ

は1頭も採集されすヘキャベツを加害しているも

のは凡てエソ、スジグロチョウ Pierisnapi nesis Fruhs 

torferの幼識であったからである。今次の調夜

中エゾスジグロチョウを多数採集したが，いやれ

も森林内か或は林内道路上であって，キャベツ畑

上にはとれに代ってモンシロチョウが姿を現わし

ていた。而してキャベッの葉上にはモンシロチョ

ウの幼晶ととれに寄生するアオムシサムライコマ

ー!:LApanteles glomeratus (Linne)の繭が見られた。ま

たその繭上には5i'~二弐寄生蜂たるコガネコパチ科

の 1極が認められた。斯の如く開拓.が初まって4

年後にはそンシロチョウが出現し，エゾスデグロ

チョウとの間に顕著な棲み分けが認められるとと

は興味深い事寅である。即ち前者は陽光のよく蛍

る聞けた所に，また後者は林内を好んで、棲息する

と左が窺われる。

アプラムシ類

前回の調査中唯1種も鷲見されなかったアプ

ラムシ類が， 今回は下記の如き 11種を確認する

ととが出来た。

種名 寄 主

1. AmPhoroPhora cosmopolitanus (M坦son)

セカイフクレアプラムシ カボチヤ

2. klacrosiphum sobae Shinji 
ソノ〈ヒグナカ守アフeラムシ ソ ノ〈

3. 111acrosiphum granarium (Kirby) 

ムギヒグナガアプラムシ コムギ・エンバク

4. 111yzus persicae (Sulzer) 

モモアカアプラムシ ナグネ・ナス・パレ
イショ

5. Aphis gossypii Glover 

ワグアプラムシ カボチヤ

6.・Aphisperillae Shinji 

シソアフ。ラムシ シソ

7. Aphis neopolygonii Shinji 

ソノξァ';7"ラムシ ソノミ

8. Aphis glycines Matsumura 

ダイズアブラムシ ダイズ

9. Brevicoryne brassicae (Linn主)

ダイコンノアプアムシ ナグネ

10. Rhopalosiphum pseudobrassicae (Davis) 

=セダイコンアプラムシ キャベツ

11. Rhopa/osiphum prunifoliae (Fitch) 

キピクピレアプラムシ グウモロコシ

但し上記のアブラムシ類の護生はいす=れも僅

少で，特に大費生をなした形跡は認められなかっ

た。

プキパック類

フキパック類が森林や原野にて異常な大護生

をなした場合に，その隣接v;J:lllに移動して各種の

作物を力自害するととは周知の事買である。従って

フキバッタ類の護生地を問固に持つトムラウシ開

拓地の虫rJきは大いに警戒すべき害議である。現に

未墾地に接するゴボウ知H乙於いて， コボウがフキ

バック(恐らくミヤマブキバッタ Podismamikado 

Bolivar ならん)によって葉を喰い輩され，致命的

な打撃をこ受けているのが観察された。開拓地にあ
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つてはフキパッグ類の被害を受け易いダイズ・ア

ズキ・サ fトウ・ゴボ、ウの如き作物はなるべく開

墾畑の中心部に栽培し，未墾地に接する部分には

ムギ類・トウモロコシ・パレイショなどの作物を

栽培するのが安全で・あろう。またフキパック類の

異常費生が起る場合を珠想して，その防除封策を

部落一同にて用意、七て1なくととも肝要でるる。

上記の主要答品類の他にその護生は極めて僅

少でるったが，号たの如き答品が認められた。即ち

ネギにはグマネギパヱ Hyμl仰削lylωaa仰nt叩z吋tμ均i々qllaMeig酢E叩n仏】b， 

十字花科の説菜知類、にJはまナガメ ElIrηyd向E日F附2

t飴schu叫tls辻ky，コナガガ、 PlルIItたtellama釘Cα1I1iψF印 nIおsCurtis， カプ

ラハパチ Athaliarosae japonensis Rhower，キスジノ

ミハムシ Phyllotrelastriolata Fabricius，ダイズには

モンキチョウ Coliashyale poliographus Motschulsky， 

エンドウにはエンドウハムグリパエ Phytomyza

atricornis Meigenなどである。

ーマメシンクイガ Grapholilhaglycinivorella呼a-

tsumuraの護生の有7飛は調奈期の閥係上未だ確貰
なととは判明していない。尤も前年度のカ!~~別の

ダイズ主調べたととろ， 所謂“口訣豆"が約1%

混在しているととが認められたが，果してマメシ

ンクイガの1m害と断定するととは時期尚早のよう

に忠われる。また現地の農家の談によればダイコ

ンパェ Hylemyiafloralis Fa1lenの被害はダイコン

に認められないとのとーとである。かかる重要害品

が何年後に，また如何なる経路を辿って侵入して

来るか否かは興味ある課題である。

害品類の他に野鼠の被害が開拓嘗初から著し

く，その防除封策は重要な問題である。罷は秋の

'牧穫期に出波し，時にイナキピ・トウモロコシが

被害を長けるととがある尚であった。

あとがき

トムラウシ開拓地の開護は戎第に進み，第 1

年目に比べて第二次調査の第4年目には耕作面積

は約40倍に建し， 農作物の生育w¥況も良好と主主

っている。しかし抜根作業も十分行われや，未だ

開拓初期の様相を枕するまでに至っていない。農

作物は試作程度のものが多く，叉経済欣態が薬剤

撒布による病品害の防除施行を許さす"全てに於

て未だ粗雑主主農業を飴儀なくされている。

今ヨたの調不Eも前回と同様限られた短期間であ

ったため，害品護生JU¥況を十分調べるととは出来

たかった。しかし開拓賞初に比較すれば， iIIi章に

て述べた如<，答品の主服、見は著しく均肘1Jl1し，また

その費生紙況も次第に収整地の様相に類似した傾

向が認められる。即ちモンシロチョウの出現やオ

オニジウヤホシテントウの護生などにその片鱗を

窺うととが出来る。第一次調査にて護見されなか

った答品類が，調査期を殆ど同じくする今次の調

査中に護見されたが，その聞に調査D 機合がなく，

遺憾ながら推移の過程を十分確めるととは出来な

かった。併しとれらの答品はい歩・れも開拓以前か

ら同地域内で，野生の杭物に依存して棲息、してい

たものが，開拓の進展と共にさ欠第に農作物に移行

したものと判定される。

農作物の害品類以外に同地域の，特に森林内

にて多数の昆品類を採集したが，時期を同じくす

るために前回の採集目録に列挙した種類と同じも

のが頗る多い。勿論前回の日録に1な主い租

抹集し7たζが，種名を確定するには各専門家の研究

を待たなければならないものが少なくないので，

本文にては採集目録は割愛し，他日稿を改めて殻

表するととにする。


